基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ産生大腸菌における鶏肉由来株と
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　近年、ヒトおよび鶏肉から基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ（ESBL）産生大腸菌の分離報告が増加している。ESBLにはさまざまな型が存在するが、特にこの数年はCTXやCTRXに対しても高い耐性を付与するCTX-M型が主流を占めつつある。そこで、市販鶏肉におけるCTX-M型のESBL産生大腸菌について調べ、患者由来株と比較検討したのでその概要を報告する。

【材料および方法】
供試鶏肉由来株：平成21年4月～22年9月に福井市内で購入した鶏肉66検体中23検体から分離され、O血清型が判明し、KB法による薬剤感受性試験でCTXに中間の感受性または耐性を示した71株を用いた。

供試患者由来株：平成21年3月～22年10月に福井県の散発下痢症患者便から分離され、血清型が判明した大腸菌のうち、CTXに中間の感受性または耐性を示した30株を用いた。また、平成22年11月に分離された尿由来O78：H9の1株も対照として用いた。

薬剤感受性試験：薬剤感受性試験はCTX、CPFX、ABPC、TC、Su、ST、MA、GM、KM、SM、CPおよびFOMの12種類を使用しKB法により行った。CTXに耐性または中間の感受性を示した株に対しては、CLSIによるESBL産生菌スクリーニングを実施し、ESBLと確認された株に対しては、CTX、CTRX、CAZ、CPR、CPFXおよびERFXの最小発育阻止濃度（MIC）を測定した。

CTX-Mの遺伝的型別および系統発生群別：CTX耐性株が保有するblaCTX-MのPCRによるgroup型別、さらに一部の株についてはblaCTX-M型のシークエンス解析、および大腸菌の系統発生群の分類を実施した。

PFGE：ESBL産生菌と判定されたO78の計18株について、制限酵素BlnIを用いて実施した。

【結果および考察】

　ESBL産生菌は鶏肉由来株では30株確認され、血清型はO78：H9が9株、O78：HUTが6株、

O78：H40およびO25：HNMなどの15種類が各1株で、計17種類確認された。下痢症患者由来
株では24株確認され、血清型はO25：H4が8株、O25：HNMが2株、O1：H6が4株、O1：HUT
およびO86a：H18が各2株、O78：H9などの6種類が各1株で計11種類確認された。両者から
ともに確認された血清型はO78：H9およびO25：HNMであった。O78では鶏肉由来株は4剤耐
性（仮にⅠ型：1株）と7～8剤耐性（Ⅱ型：15株）に分けられ、前者は下痢症患者由来株に、
後者は尿由来株と一致した。Ⅰ型の鶏肉および下痢症患者由来のO78：H9の各1株は、blaCTX-M
型はCTX-M-1group、系統発生群はA、PFGEパターンは類似し、MIC値ではCPR以外はほぼ一致
した。鶏肉由来株とヒト由来株間で関連性を見出すのは難しい中、鶏肉から最も多く分離され
た血清型O78：H9において、両者間で類似株が確認されたのは興味深いと思われた。
